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今
年
５
月
に
森
林
作
業
道
関
連
の
通
知

等
を
一
部
改
正
し
、
作
業
道
作
設
の
検
査

方
法
に
つ
い
て
は
、
監
督
職
員
が
作
設
中

に
点
検
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
事
業
完

了
時
に
検
査
職
員
に
提
出
し
、
そ
れ
を
基

に
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
資
源
活
用
課
で
は
、
７
月
24
日

と
30
日
の
両
日
、
嶺
北
森
林
管
理
署
と

四
万
十
森
林
管
理
署
管
内
の
作
業
道
作
設

現
場
に
お
い
て
、
監
督
職
員
が
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
よ
る
点
検
を
実
施
す
る
場
合
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
現
地
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

嶺
北
署
管
内
で
は
、
㈱
と
さ
れ
い
ほ
く

の
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ

（
立
木
の
伐
倒
作
業
と
同
時
に
路
網
作
設

及
び
グ
ラ
ッ
プ
ル
作
業
が
出
来
る
）
に
よ

る
作
設
作
業
、
四
万
十
署
管
内
で
は
、
㈱

清
水
林
業
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
作
設
作

業
を
実
施
し
な
が
ら
、
横
山
敬
治
企
画
官

が
作
業
内
容
の
説
明
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
照
ら
し
な
が
ら
点
検
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
は
、
点
検
の
仕
方
や
判
断
の

基
準
等
の
質
問
が
出
さ
れ
、
事
業
体
の

様
々
な
思
い
が
あ
っ
て
の
作
設
方
法
も
あ

る
の
で
現
場
で
事
業
体
と
よ
く
話
を
す
る

こ
と
、
監
督
職
員
で
判
断
が
難
し
い
場
合

は
署
に
持
ち
帰
り
検
討
す
る
こ
と
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

作
業
道
の
作
設
に
は
様
々
な
方
法
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
多
く
の
現
場
を
踏

ま
え
て
監
督
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
を
確
認
し
、
よ
り
良
い
作
業
道
が

完
成
し
て
い
く
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
（
嶺
北
）

バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
四
万
十
）



地
す
べ
り
対
策
工
（
集
水

井
工
）
の
現
地
検
討
会
の

実
施
に
つ
い
て

〈
治
山
課
〉

　

８
月
６
日
と
７
日
の
両
日
に
、
近
畿
中

国
森
林
管
理
局
及
び
和
歌
山
森
林
管
理
署

の
治
山
担
当
者
７
名
と
四
国
局
若
手
治
山

担
当
職
員
９
名
で
地
す
べ
り
対
策
工
の
設

計
の
考
え
方
か
ら
、
実
際
の
事
業
実
行
ま

で
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
、
事
例
を
交

え
な
が
ら
学
ぶ
現
地
検
討
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
局
研
修
室
で
、
設
計
指
導
官

か
ら
地
す
べ
り
対
策
工
法
の
基
礎
知
識
、

実
際
の
事
業
箇
所
の
実
行
書
類
や
工
事
管

理
簿
冊
を
用
い
て
実
行
中
に
想
定
さ
れ
る

問
題
点
や
注
意
点
を
学
び
、
午
後
か
ら
は
、

場
所
を
嶺
北
署
管
内
の
大
豊
町
南
小
川
地

区
民
有
林
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
施
工

箇
所
に
移
動
し
、
事
業
担
当
者
か
ら
南
小

川
地
区
の
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
背
景
や

こ
れ
ま
で
の
対
策
、
現
在
行
っ
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
沖

（
下
）
区
域
の
既
設
集
水
井
工
と
排
水
ト
ン

ネ
ル
工
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、
集
水
井
工
の
監
督
業

務
内
容
等
の
事
業
実
行
上
の
実
務
に
関
す

　

２
日
目
は
、
徳
島
森
林
管
理
署
管
内
の

三
好
市
東
祖
谷
に
あ
る
祖
谷
川
地
区
民
有

林
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
施
工
箇
所
の

樫
尾
区
域
で
事
業
実
行
中
の
集
水
井
工
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
参
加
者
か
ら
は
、

『
施
工
手
順
や
留
意
事
項
を
現
地
等
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
』

『
集
水
井
工
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
実
行
中

の
現
場
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
業
務
の
参
考
に
な
っ
た
』
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。
近
中
局
の
担
当
者
か
ら

は
『
今
年
度
、
集
水
井
工
を
施
工
す
る
が
、

近
中
局
で
は
施
工
実
績
が
な
い
た
め
、
実

設計指導官による質問等への説明

２
日
目 

集
水
井
工
視
察
（
樫
尾
区
域
）

１日目
地すべり対策工基礎知識受講状況

際
に
施
工
現
場
等
の
見
学
が
出
来
た
こ
と

は
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
今
回
学
ん

だ
四
国
局
の
技
術
や
経
験
等
を
事
業
の
参

考
と
し
た
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
当
局
管
内

へ
も
是
非
来
て
頂
き
、
治
山
技
術
の
交
流

を
活
発
に
行
っ
て
い
き
た
い
』
と
の
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
が
、
近
中
局
を
始
め
、

当
局
の
若
手
治
山
担
当
者
の
今
後
の
業
務

実
行
の
中
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

グリーン四国№ 1193

る
質
問
に
加
え
、
完
成
後
の
施
設
管
理
に

つ
い
て
熱
心
な
質
問
が
あ
り
、
質
問
に
対

し
、
実
務
経
験
者
が
実
績
等
を
踏
ま
え
て

回
答
し
ま
し
た
。

3

集
水
井
工
内
視
察
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構
想
の
ひ
と
つ
で
、「
循
環
す
る
」
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
従
来
の
教
育
が
学
校
か
ら

社
会
へ
と
い
う
方
向
で
動
い
て
い
た
の
に

対
し
、
一
度
社
会
に
出
た
者
の
学
校
へ
の

再
入
学
を
保
障
し
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
を
循
環
的
に
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
を

課
題
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
林
業
、
木
材

製
造
業
、
建
築
業
の
垣
根
を
越
え
、
森
林

管
理
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見

出
し
ま
す
。
そ
し
て
森
林
を
未
来
に
つ
な

ぐ
資
源
と
し
て
地
域
の
振
興
を
推
進
す
る

技
術
と
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、
実
践

的
な
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

　

当
日
は
、
受
講
生
２
名
が
参
加
し
、
全

４
時
限
の
う
ち
、
１
時
限
目
は
江
坂
文
寿

業
務
管
理
官
か
ら
「
近
年
の
山
地
災
害
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
は
約
３
分
の
２
が
森
林
に
覆
わ
れ
る

緑
豊
か
な
国
土
で
あ
る
一
方
、
地
形
や
地

質
的
条
件
か
ら
梅
雨
前
線
や
集
中
豪
雨
に

よ
っ
て
山
地
災
害
が
発
生
し
や
す
い
特
徴

を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
な

が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
平
成
20
年
６
月
に
発
生
し

た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、
平
成
23
年
３
月

の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震

災
）、
伊
豆
大
島
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が

発
生
し
た
平
成
25
年
10
月
の
台
風
26
号
と
、

い
ず
れ
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
事
例

を
、
実
際
の
被
災
現
場
で
担
当
し
た
当
時

の
体
験
談
も
交
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

２
時
限
目
は
、
河
合
正
宏
計
画
保
全
部

長
か
ら
「
森
林
の
持
つ
機
能
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
生

物
多
様
性
や
地
球
環
境
の
保
全
、
土
砂
災

害
の
防
止
、
水
源
の
か
ん
養
な
ど
、
森
林

の
持
つ
様
々
な
機
能
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

ま
た
土
砂
災
害
防
止
の
機
能
に
つ
い

て
、
雨
に
よ
る
崩
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
基

本
な
ど
、
模
式
図
や
土
壌
構
造
の
サ
ン
プ

ル
を
用
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
昔
と

変
わ
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
雨
の
降
り
方

に
つ
い
て
は
、
発
生
回
数
の
変
化
や
被
害

額
の
推
移
を
基
に
説
明
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
平
成
25
年
に
選
定
さ
れ
た
「
後
世
に
伝

え
る
べ
き
治
山
」
か
ら
、
徳
島
県
三
好
市

の
「
平
谷
地
す
べ
り
」
の
ほ
か
、
愛
媛
県

今
治
市
の
「
護
山
治
水
」、
高
知
県
室
戸
市

の
「
加
奈
木
の
つ
え
」
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

３
、
４
時
限
目
は
尾
木
浩
典
治
山
課
長

か
ら
、
治
山
事
業
の
意
義
・
役
割
、
山
腹

崩
壊
や
渓
流
荒
廃
の
復
旧
に
つ
い
て
、
事

例
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。
特
に
昨
年

の
７
月
豪
雨
に
お
け
る
山
地
災
害
の
発
生

状
況
、
四
国
森
林
管
理
局
の
対
応
状
況
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
早
期
復
旧
に
向
け

た
取
組
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

四
国
は
地
質
が
極
め
て
脆
い
こ
と
に
加

え
て
降
水
量
が
非
常
に
多
く
、
山
腹
崩
壊

や
地
す
べ
り
が
発
生
し
や
す
い
こ
と
、
直

轄
治
山
事
業
を
始
め
、
昨
年
の
豪
雨
災
害

に
お
け
る
現
地
調
査
な
ど
民
有
林
支
援
を

積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
実

際
の
取
組
を
通
じ
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
講
義
の
２
日
前
に
今
回
の
講
義
会
場
が

所
在
す
る
久
万
高
原
町
と
締
結
し
た
、
災

害
時
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
関
す
る
協
定
を

併
せ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
際
の
対
応
や
山
地
災
害
を
含
め
た

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
な
ど
に
関
し
て
活
発
な

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
に
は
実
際

の
復
旧
事
例
や
施
工
事
例
を
中
心
と
し
た

現
場
見
学
を
予
定
し
て
お
り
、
治
山
事
業

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
今
後
も
、
四
国

グリーン四国№ 1193

愛
媛
大
学
リ
カ
レ
ン
ト
コ
ー

ス
で
山
地
災
害
の
防
止
に
関

す
る
講
義
を
行
い
ま
し
た

〈
治
山
課
〉

　

７
月
４
日
、
四
国
森
林
管
理
局
は
、
平

成
26
年
に
締
結
し
た
愛
媛
大
学
と
の
「
相

互
連
携
協
定
」
に
基
づ
き
、
同
大
学
農
学

部
（
久
万
高
原
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
森
林
環

境
管
理
学
リ
カ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

「
山
地
災
害
防
止
論
」
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。
リ
カ
レ
ン
ト
と
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済

協
力
開
発
機
構
）
が
提
唱
し
た
生
涯
教
育
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各地のたより 目次
高知県立林業大学校の学生が国
有林で下刈り作業の現地実習を
行いました

久万高原町との「災害対応措置
に関する協定」を締結

物部っ子、郷土の森を守る体験
学習

労働安全確保に係る連絡会議の
開催について

三好西部森林組合とのドローン
研修

高
知
県
立
林
業
大
学
校
の

学
生
が
国
有
林
で
下
刈
り

作
業
の
現
地
実
習
を
行
い

ま
し
た

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

当
署
で
は
、
四
国
森
林
管
理
局
と
高
知

県
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
人
材
育
成
連
携

協
定
に
基
づ
き
、
高
知
県
立
林
業
大
学
校

の
人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

本
年
度
初
の
現
地
実
習
と
し
て
、
８
月
５

日
、
香
美
市
の
谷
相
山
国
有
林
に
設
定
し
た

「
高
知
県
立
林
業
大
学
校
の
森
」
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
入
学
の
基
礎
課
程
23
名
の
学

生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
下
刈
り
作
業
の

現
地
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
作
業

地
は
、
昨
年
２
月
に
同
大
学
校
の
平
成
29

年
度
生
が
ス
ギ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
栽
し

た
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
箇
所
で
す
。

　

当
日
は
、
33
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、

森
野
清
繁
署
長
よ
り
「
立
派
な
山
に
育

て
る
た
め
に
は
、
下
刈
り
は
大
事
な
作
業

で
あ
り
、
炎
天
下
で
の
一
番
大
変
な
作
業

で
も
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
や
蜂
さ
さ
れ
な

ど
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
下
刈
り
作
業
を

体
感
し
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
の
後
、
23

名
の
学
生
を
12
班
に
分
け
て
、
作
業
に
あ

た
っ
て
の
注
意
事
項
や
下
刈
り
鎌
の
使
い

方
、
作
業
手
順
を
説
明
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

班
に
当
署
の
職
員
が
指
導
役
と
し
て
付
い

て
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
植
栽
か
ら
１
年
半

が
経
過
し
て
生
い
茂
る
草
木
の
中
の
植
栽

木
を
探
し
な
が
ら
、
間
違
っ
て
植
栽
木
を

刈
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
作
業
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
鎌
を
使
う
の
が
初
め
て
の
学
生

も
い
て
、
作
業
開
始
当
初
は
、
力
任
せ
に

鎌
を
振
り
下
ろ
し
て
も
う
ま
く
切
れ
ず
、

暑
さ
と
イ
バ
ラ
に
悪
戦
苦
闘
す
る
な
ど
、

思
っ
た
以
上
に
手
間
と
労
力
が
必
要
な
作

業
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
様
子
で
し

た
。
し
か
し
、
職
員
か
ら
「
振
り
下
ろ
す

角
度
も
考
え
て
、
力
を
入
れ
ず
鎌
の
重
さ

を
利
用
し
て
切
っ
て
」
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
り
、
徐
々
に
要
領
を
つ
か
ん
で
く
る

と
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
、
２
日
の

予
定
の
と
こ
ろ
、
１
日
で
作
業
を
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
田
雄
二
企
画
官
よ
り
「
山

づ
く
り
に
は
多
く
の
手
間
が
か
か
り
、
下

刈
り
作
業
の
大
変
さ
を
実
感
し
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
作
業
実
習
が
、
今

グリーン四国№ 1193

の
森
林
・
林
業
の
現
状
や
取
組
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
組
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
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久
万
高
原
町
と
の
「
災
害

対
応
措
置
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

７
月
２
日
、
愛
媛
森
林
管
理
署
は
、
愛

媛
県
久
万
高
原
町
と
「
災
害
対
応
措
置
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
署
で
は
、
従
来
か
ら
久
万
高
原
町

と
地
域
の
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
林
業
成
長
産
業
化
地
域

創
出
モ
デ
ル
へ
の
参
画
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛

行
研
修
会
等
を
通
じ
て
連
携
協
力
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
年
々
頻
度
と
激
し
さ

を
増
し
て
い
る
自
然
災
害
に
つ
い
て
も
、

国
有
林
内
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の
対
応

に
貢
献
す
る
た
め
に
、
万
が
一
の
事
態
に

備
え
て
、
署
員
が
行
う
支
援
内
容
な
ど
を

予
め
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
こ
の
協
定

の
狙
い
で
す
。

　

内
容
は
、
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
際

に
、
署
員
が
実
際
に
現
地
へ
足
を
運
び
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
る
な
ど
し
て
、
国
有
林
に

留
ま
ら
ず
周
辺
地
域
の
被
災
状
況
に
つ
い

て
把
握
し
、
町
役
場
に
報
告
す
る
こ
と
や
、

被
災
地
域
に
お
け
る
緊
急
連
絡
支
援
、
更

に
は
復
旧
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
・
調
査

へ
の
協
力
な
ど
様
々
な
事
態
に
迅
速
に
対

応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

締
結
式
で
は
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
愛

媛
県
中
予
地
方
局
の
尾
﨑
幸
朗
局
長
か

ら
「
全
国
で
も
有
数
の
林
業
地
で
あ
る
久

万
高
原
町
と
協
定
を
機
に
一
層
連
携
を
深

め
、
地
域
の
防
災
・
減
災
力
の
強
化
と
林

業
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ま

れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
し
ま
す
」
と
の
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

河
野
忠
康
町
長
は
、「
愛
媛
森
林
管
理

署
と
の
協
定
は
、
林
業
を
基
幹
産
業
と
す

る
久
万
高
原
町
に
と
っ
て
大
変
あ
り
が
た

い
。
消
防
署
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

被
害
が
起
き
れ
ば
最
小
限
に
と
ど
め
た

い
」
と
話
さ
れ
、
間
島
重
道
署
長
は
、「
局

地
的
な
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
気
を
引

き
締
め
て
安
全
安
心
な
生
活
確
保
の
た
め

町
と
の
連
携
を
密
に
取
り
組
み
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

締
結
式
の
後
に
は
、
隣
接
の
グ
ラ
ン
ド

に
移
動
し
、
松
本
誠
也
上
浮
穴
・
川
内
首

席
森
林
官
、
川
村
倫
代
面
河
森
林
官
が
、

署
名
を
終
え
て

（
左
か
ら
尾
﨑
局
長
、
河
野
町
長
、
間
島
愛

媛
署
長
、
江
坂
業
務
管
理
官
）

後
の
皆
さ
ん
の
仕
事
の
中
で
少
し
で
も
役

に
立
て
て
い
た
だ
け
た
ら
職
員
一
同
幸
い

で
す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
回
の
作
業

実
習
を
終
了
し
ま
し
た
。
本
年
秋
に
は
、

「
高
知
県
立
林
業
大
学
校
の
森
」
で
シ
カ

ネ
ッ
ト
設
置
、
地
拵
え
、
植
付
の
作
業
実

習
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
高
知
県
の
林
業
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
取
組
の
一
端
を
担
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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河
野
町
長
も
操
縦
を
体
験

物
部
っ
子
、
郷
土
の
森
を

守
る
体
験
学
習

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

７
月
17
日
に
大
栃
小
学
校
５
・
６
年
生

15
名
を
対
象
に
、
三
嶺
の
み
や
び
の
丘(

標

高
１
５
５
８
ｍ)

で
森
林
環
境
教
育
と
し

て
、
三
嶺
周
辺
の
シ
カ
食
害
や
対
策
へ
の

取
り
組
み
状
況
の
現
地
説
明
、
ラ
ス
巻
き

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

悪
天
候
が
続
き
、
前
日
ま
で
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
物
部
っ
子
（
児
童
の

愛
称
）
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
当
日
は

梅
雨
の
中
休
み
と
な
り
、
昼
に
は
霧
も
晴

れ
、
三
嶺
の
山
々
を
見
渡
す
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

体
験
学
習
の
午
前
中
は
、
み
や
び
の
丘

に
登
り
な
が
ら
職
員
が
シ
カ
の
食
害
箇
所

を
説
明
し
、
登
頂
後
、
シ
カ
食
害
拡
大

以
前
の
三
嶺
の
林
況
写
真
や
防
護
ネ
ッ
ト

の
内
外
を
見
比
べ
な
が
ら
、
シ
カ
食
害
の

現
状
、
ラ
ス
巻
き
・
防
護
ネ
ッ
ト
等
の
被

害
防
護
対
策
、
猟
銃
・
各
種
わ
な
に
よ
る

捕
獲
の
個
体
調
整
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　

大
栃
小
学
校
は
、
総
合
学
習
で
ジ
ビ
エ

実
習
（
調
理
）
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ

り
、
捕
獲
や
ジ
ビ
エ
料
理
に
興
味
が
あ
る

児
童
も
多
く
、「
一
頭
で
シ
カ
肉
餃
子
が
何

個
作
れ
ま
す
か
」
と
の
質
問
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
防
護
ネ
ッ
ト
の
見

回
り
等
も
実
演
し
、
目
の
前
を
飛
ぶ
小
さ

な
ド
ロ
ー
ン
に
興
味
津
々
に
な
っ
て
お

り
、
後
日
、
撮
影
動
画
を
小
学
校
に
送
る

と
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
自
動
飛
行
を
実
演
し
、
河
野

町
長
を
は
じ
め
臨
席
の
方
々
に
も
ド
ロ
ー

ン
の
操
縦
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
様
子
は
同
日
夕
方
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
（
愛
媛
）
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
協
定
に
沿
っ
て
、
双
方
の
職

員
が
一
緒
に
山
に
出
向
き
、
現
地
の
状
況

や
具
体
の
手
順
を
確
認
す
る
な
ど
の
作
業

を
進
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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最
初
は
１
本
の
木
に
５
人
が
か
り
で
巻

い
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
２
人

で
も
巻
け
る
よ
う
に
な
り
、「
も
っ
と
大
き

い
木
に
巻
き
た
い
」
と
意
欲
的
で
、
以
前

ラ
ス
巻
き
作
業
を
行
い
き
つ
く
な
っ
た
大

木
の
巻
き
直
し
に
も
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

し
た
。
準
備
し
て
い
た
ラ
ス
が
足
り
な
く

な
っ
た
班
も
あ
り
、
予
想
以
上
の
成
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

林
内
の
木
陰
と
は
い
え
暑
い
中
の
作
業

で
し
た
が
、
作
業
を
終
え
て
戻
っ
て
く
る

生
徒
達
の
顔
は
、
達
成
感
と
満
足
感
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

白
髪
山
登
山
口
駐
車
場
に
戻
っ
た
後
は

解
散
式
が
行
わ
れ
、
生
徒
代
表
か
ら
職
員

に
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、「
今
後
も
シ
カ
問

題
に
つ
い
て
学
習
を
続
け
て
行
き
た
い
」

と
の
目
標
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
署
に
お
い
て
は
、
将
来
を
担
う
地
元

小
学
生
達
が
森
林
環
境
に
引
き
続
き
関
心

を
持
っ
て
学
習
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
様
々
な
取
組
に
対
し
て
協
力
を
続
け

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

労
働
安
全
確
保
に
係
る
連

絡
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

７
月
19
日
、
当
署
会
議
室
で
令
和
元
年

度
の
労
働
安
全
確
保
に
係
る
連
絡
会
議
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
会
議
は
、
請
負
事
業
体
等
（
請
負
事

業
又
は
立
木
販
売
の
契
約
相
手
方
を
い

う
）
の
労
働
安
全
の
確
保
の
た
め
、
徳
島

労
働
局
並
び
に
各
労
働
基
準
監
督
署
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
得
て
適
切
な
事
業
実
施

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
徳
島
労
働
局
、
徳
島
労
働
基

準
監
督
署
、
三
好
労
働
基
準
監
督
署
、
阿

南
労
働
基
準
監
督
署
、
徳
島
水
源
林
整
備

事
務
所
の
担
当
者
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
、
平
成
30
年
度
ま
で
の
労
働
災
害
の
発

生
状
況
と
そ
の
分
析
結
果
及
び
今
年
度
の

労
働
災
害
発
生
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
島
労
働
局
か
ら
は
、
全
国
の
労
働
災

害
発
生
状
況
、
県
内
の
労
働
災
害
発
生
状

況
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
今
年
度
は
「
徳

島
第
13
次
労
働
災
害
防
止
推
進
計
画
」
の

２
年
目
と
し
て
建
設
業
に
お
け
る
墜
落
・

転
落
防
止
対
策
の
充
実
強
化
な
ど
、
死
亡

災
害
の
撲
滅
を
目
指
し
た
対
策
の
推
進

や
、
労
働
力
の
高
齢
化
に
対
応
し
た
対

策
、
熱
中
症
予
防
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
、
各
労
働
基
準
監
督
署
か
ら

は
、
６
月
末
現
在
ま
で
の
年
別
・
業
種
別

労
働
災
害
統
計
に
基
づ
く
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
現
在
ま
で
、
管
内
の
請
負

事
業
体
等
の
労
働
災
害
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
労
働
基
準
監
督
署
と
の
合
同
パ

ト
ロ
ー
ル
を
10
月
頃
に
実
施
す
る
な
ど
、

労
働
災
害
の
防
止
の
た
め
に
労
働
基
準
監

督
署
と
引
き
続
き
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
す
。

会議の様子

　

午
後
か
ら
は
、
３
班
に
分
か
れ
て
ラ
ス

巻
き
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
作
業
の
前

段
で
あ
る
ラ
ス
を
必
要
な
長
さ
に
切
る
作

業
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
思
っ
た
よ
う
に
ス

ム
ー
ズ
に
は
切
れ
ず
、「
別
の
人
が
こ
こ

を
も
っ
て
広
げ
て
」「
長
さ
が
足
り
な
い

か
ら
、
も
う
少
し
細
い
木
に
巻
き
直
そ
う
」

と
い
っ
た
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
職
員
も
な
る

べ
く
児
童
達
が
自
主
的
に
や
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
大
切
に
し
、
必
要
最
小
限
の
助
言

を
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
作
業
を
見
守

り
ま
し
た
。

ラス巻作業の様子
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三
好
西
部
森
林
組
合
と
の

ド
ロ
ー
ン
研
修〈

徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

地
域
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た

課
題
把
握
と
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
、

国
有
林
と
民
有
林
が
連
携
し
て
取
り
組
む

た
め
、
平
成
28
年
度
に
、
当
署
、
徳
島
県
、

三
好
市
と
林
業
事
業
体
か
ら
構
成
さ
れ
る

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
会
議
を
設
置
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
平
成

30
年
９
月
に
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
方
法
に
つ

い
て
学
ぶ
ド
ロ
ー
ン
研
修
（
初
級
）
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
好
西
部
森
林
組
合
で
は
昨

年
度
に
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
し
、
実
際
に
事

業
で
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
は
、
間
伐
な
ど
の
事
業
を

実
施
す
る
中
で
、
事
業
実
施
前
、
実
行
中

及
び
実
行
後
の
森
林
の
情
報
等
を
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
、
オ
ル
ソ
画
像
に
す
る
こ
と

で
、
事
業
に
も
っ
と
活
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
当
署
へ
森
林
組
合
職
員
に
対
す

る
研
修
の
要
望
が
あ
り
、
署
員
へ
の
研
修

も
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

す
。

　

７
月
25
日
、
当
署
の
会
議
室
に
お
い
て
、

三
好
西
部
森
林
組
合
の
職
員
４
名
と
当
署

職
員
８
名
が
参
加
し
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

自
動
飛
行
の
設
定
方
法
の
座
学
を
実
施

し
、
そ
の
後
、
小
松
海
岸
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

移
動
し
、
自
動
飛
行
の
操
作
演
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
さ
れ
た
森
林
組
合
職
員
か

ら
は
、「
ま
っ
た
く
使
用
方
法
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
こ
れ
で
自
動
飛
行
が
で
き

る
」「
次
は
実
際
の
山
で
使
用
で
き
る
か
ど

う
か
」「
現
地
の
状
況
写
真
が
こ
れ
で
簡
単

座
学
風
景

三
好
西
部
森
林
組
合
職
員
に
よ
る
自
動
飛

行
の
操
縦
演
習
中

徳
島
森
林
管
理
署
職
員
に
よ
る
自
動
飛
行

の
操
縦
演
習
中

に
撮
れ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
の
実
務
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
当
署

と
し
て
も
、
引
き
続
き
協
力
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
森
林
組
合
の
職
員
の
方
々

は
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
訓
練
の
機
会
が
少

な
く
、
当
署
と
の
研
修
は
徳
島
県
の
掲
げ

る
「
ス
マ
ー
ト
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

実
現
に
向
け
て
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。



　

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
は
、
讃
岐
（
香

川
県
）
に
生
ま
れ
た
空
海
（
弘
法
大
師

７
７
４
年
〜
８
３
５
年
）
が
修
行
を
行
っ

た
地
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
八
十
八
箇
所
の

お
寺
（
霊
場
）
の
こ
と
で
、
弘
法
大
師
信

仰
に
基
づ
き
、
大
師
の
足
跡
を
訪
ね
て

八
十
八
箇
所
を
巡
礼
す
る
こ
と
を
四
国
遍

路
と
言
い
ま
す
。

　

四
国
遍
路
は
、
徳
島
県
の
１
番
札
所

霊
山
寺
か
ら
、
高
知
県
、
愛
媛
県
を
回

り
、
香
川
県
の
88
番
札
所
大
窪
寺
ま
で
、

そ
の
行
程
は
約
１
，
４
０
０
km
に
及
び
、

八
十
八
箇
所
の
中
に
は
、
急
峻
な
山
岳
の

寺
も
あ
れ
ば
、
町
中
や
田
園
風
景
の
中
に

建
つ
寺
も
あ
り
、
ま
た
、
札
所
間
の
距
離

が
近
い
所
が
あ
る
一
方
、
次
の
札
所
ま
で

約
80　

も
あ
る
と
い
っ
た
所
も
あ
り
ま

す
。

　

近
年
、
巡
礼
者
は
自
動
車
利
用
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
昔
な
が
ら

の
遍
路
道
（
歩
い
て
巡
る
道
で
行
程
は
約

１
，
２
０
０
km
）
を
歩
い
て
お
遍
路
す
る

人
も
い
て
、
最
近
は
外
国
人
の
歩
き
お
遍

路
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

遍
路
道
は
、
地
域
の
生
活
道
（
国
道
等
）

や
農
道
・
林
道
の
ほ
か
、
森
林
内
の
歩
道

も
設
定
さ
れ
て
お
り
、
四
国
森
林
管
理
局

管
内
国
有
林
内
の
歩
道
も
一
部
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
人
々
が
お
茶

や
果
物
で
お
遍
路
を
も
て
な
し
応
援
す
る

「
お
接
待
」
と
呼
ば
れ
る
風
習
が
今
も
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
四
国
遍
路
は
、
長
い
歴

史
を
超
え
て
地
域
と
共
存
し
継
承
さ
れ
て

お
り
、
四
国
が
世
界
に
誇
る
生
き
た
文
化

遺
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
に
関

係
す
る
県
、
市
町
村
、
国
の
地
方
部
局
（
四

国
森
林
管
理
局
を
含
む
）、
大
学
等
を
構
成

員
と
し
た
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
「
世

界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
、

登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。（
平
成
27
年
に
は
文
化
庁
に
よ
り
日
本

遺
産
と
し
て
認
定
）

　

な
お
、
当
局
職
員
の
中
に
も
歩
き
、
自

転
車
、
自
動
車
な
ど
で
八
十
八
箇
所
霊
場

の
巡
礼
や
お
参
り
を
行
う
職
員
も
お
り
、

総
務
企
画
部
の
花
村
健
治
さ
ん
は
、
昨
年

６
月
か
ら
休
日
を
利
用
し
て
、
延
べ
51
日

を
か
け
て
遍
路
道
を
歩
き
つ
な
ぎ
、
本
年

６
月
末
に
88
番
札
所
大
窪
寺
に
到
達
し
て

「
結け

ち
が
ん願
」（
す
べ
て
の
霊
場
を
廻
り
終
え
る

こ
と
）
を
さ
れ
ま
し
た
。

四万十署管内焼坂峠へ向かう道しるべ
（高知県須崎市）

八十八番札所大窪寺（香川県） 愛媛県久万高原町内の遍路道

km


